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はじめに

英語を教えてきた経験上、レベルの高い生徒に感じる最大の弱点は「文法の

理論は知っているが、単語ごとの用法を知らなすぎる」ことでした。しかしア

ドバイスは、「多くの英文に触れて、語法の貯蓄を少しずつ貯めていくしかない」

くらいしか言えませんでした。実際、何か参考書を勧めようにも、十分な量の

語法を扱った本はなかったのです。そこで語法を徹底攻撃できる兵器を自分で

開発しました！ これは言わば辞書と文法書の中間的存在、「語法の一覧集」です。

これ 1冊あれば、上級者が必要な語法をドカンとまとめて覚えられます。

一覧表の連続だけというのも退屈なので、別の攻撃目標として他の文法書に

は詳しく載っていない（あるいは解りにくい）文法項目もいくつか設定し、徹

底解説しました。特定の試験対策に的を絞った訳ではありませんが、TOEIC満

点近くを目指す地盤固めにも最適です。

本書の特徴

◎ 上級者が覚えるべき語法・型・例外を網羅

◎ 覚えにくい文法項目を厳選し、新しい見方で集中攻撃する

◎ 正誤を超えた文章テクニックが満載

◎ 文化的・歴史的背景、ある程度の語彙も同時に紹介（英検 2級程度以上

を想定）

文法は正誤ウンヌンより、本質を理解することに重点を置いています。ライ

ティングを教えた経験から得た、文章作りの極意・裏技・反則技もお知らせし

ます。模範的な例文中心の他の文法書と異なり、書きがちな「間違っていなく

ても不自然・不細工な例文」がたくさん出てきます。

語法にも文法にも、いわゆるグレーゾーンがあります。実際にはルール通り

運用されないとか、人により正誤判断が異なる等の場合です。これは追求する

ほど「泥沼にはまる」ため、かなり詳しい文法書でも扱いが小さいのです。本

書ではここにも集中攻撃を加え、現実社会での運用傾向をもとにした、場合に
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応じた微妙な「さじ加減」がわかります。各項目の執筆にあたっては諸分野の

メディアを調査して、その膨大な結果を反映しています。イギリス出身の英語

講師 Paul Dorey氏にも、本書の怪しげな？用例の多くに貴重なコメントをも

らいました。

これらはすべて、正誤を見抜く知識というより、表現力を豊かにし使い分け

るためのものです。結局、文法の最終目的は文章を意のままに操ることです。

結果として、新たな文法用語を多数造るなど、かなり変な本ができました。英

文法とタイトルがついていますが、これは例外語リストであり、語法付き単語

集であり、文章テクニック集でもありと攻撃目標は点在しています。私は文法

艦隊の舵とり係、自称「文法ナビゲーター」です。さあ皆、私と一緒に「変な

英語の国」へ向かって出航！

2007年 5月

成田修司

本書ではネイティブの文法感覚をつかんでもらうため、本書独自の文法用語を多数
使用しています。既存の文法用語には当てはまる語が存在しない場合がほとんどです
が、文法を煩雑にするためではなくむしろ簡略化するための造語ですのでご理解くだ
さい。なお、紹介した語彙・表現も英検準 1級程度の人には必要なものを選んでいま
すから漏らさず覚えることをお勧めします。

文中の記号、略号は次の意味を表しています。
（　）：言外の意味、補足説明、和訳
［　］：用法・解説
  cf.   ：参考
  ×  ：誤った用法
  ？  ：完全に誤りとは言えないが誤りに近い不自然な用法、非慣用的表現
     ：特に注目すべき正しい用法
その他の ×のない一般の用例は、正しいまたは一般に正しいとされる用法を用いた
例です。

本書の見方
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上 級 英 文 法 
例外・不規則変化・紛らわしい語法の集中攻撃

C O N T E N T S

はじめに

品詞総合編第 1章

1  判別しにくい品詞、接尾辞から判断できない品詞 ────────14

●名詞の接尾辞を持つ名詞を、形を変えず動詞としても使う語……15

●語尾が -mentで終わるので名詞と紛らわしい別の品詞の語……16

●形容詞と紛らわしい名詞……16

●形容詞と名詞の両方に使われる接尾辞の -ent, -ant……16

●同系語で -entは形容詞、-antは名詞と使い分ける語……17

●その他 -antで終わる名詞……17

●形容詞そのままの形でよく名詞としても使う語……17

2  知っている単語の意外に知らない品詞・意味 ──────────19

●意外な意味を持つ動詞……19

●意外な意味を持つ名詞、あるいは名詞に見えにくい名詞……21

3  名詞、不定詞、冠詞、主語や目的語の「事実上の品詞」の実態 ─24

●不定詞の品詞は何か？主語は不定詞にしてもよいのか？……25

●主語と目的語は必ず名詞句か？……30

4  わかりにくい節と品詞の関連性：ブロック全体の品詞を見抜く ───32

●本書の「純節」の定義……33

●「純節」と「名詞節、形容詞節、副詞節」の違い……33

●形容詞と名詞の動名詞化（受動を含む）……40
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5  同音異句：品詞の垣根を越えて ────────────────42

●同音異句……42

【第 1章】確認問題・解答解説……48

名詞編第 2章

●名詞の分類図……54

1  変化がバラバラで覚えにくい単数・複数 ────────────55

●不規則変化複数形……55

●単複同形の可算名詞……58

2  判断に迷う可算・不可算名詞 ─────────────────63

●間違いやすい不可算名詞（単数扱い）……64

●単数扱いも複数扱いもする可算集合名詞……64

●不可算名詞に間違いやすい可算名詞……66

●可算名詞的に複数化することがある不可算名詞……66

●別の品詞から可算名詞になった名詞……69

●可算名詞として使う飲食物と、日数を指す sleep……69

●同じ語で可算・不可算の使い分けに注意を要する語……70

●抽象名詞と物質名詞の可算名詞化……71

●見た目が複数の単数扱い名詞……73

3  選択に悩む不可算名詞と可算名詞の「ユニットの種類」
 “a A of B ” ───────────────────────74

●形状にかかわらず使うもの……75

●形状に応じて使う語……75

●容器の名称を用いるもの……77

●測定単位を使うもの……78

●同種の生物の群れ（基本的に人間以外の可算名詞）に使うもの……79
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●紛らわしい活用を持つ動詞……104
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●自動詞に間違いやすい他動詞……110

●他動詞に間違いやすい自動詞……110

●他動詞にも自動詞にもなる語……111

●特に使い分けに注意を要する語……112

2  後に続くのは動名詞か to不定詞か、はたまた
　 原形不定詞か that 節か？ ───────────────── 113

●動名詞と不定詞のどちらも使う動詞……113
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